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AOZORA NEWS

さんだや

日中は夏と変わらないような暑い日もありますが、日が暮れるのが早くなり秋の訪れを感じるこの頃です。秋といえば
「食欲の秋」を一番に思い浮かべるのは私だけでしょうか。秋にはおいしい食べ物がたくさんあります。こどもたちの給
食にも秋のおいしい食材がたくさん使われます。今回はあおぞら園の給食のお話をさせていただきたいと思います。
　あおぞら園の給食は、こどもたちがいろいろな食材やお料理を口にできるように管理栄養士さんが献立を考えてくれて、
管理栄養士さんと調理員さんで、普通食だけではなく、こどもの発達段階に合わせた形態 ( ペーストや刻み食 ) のとても
おいしい給食を作ってくださっています。9月は、しめじのスパゲティやデザートに梨などの献立があります。行事食の
「お月見ランチ」では、ミートボールをお月さまに見立てたお皿にひとつひとつ型抜きをして甘く煮た人参のうさぎが遊
びにやってきます。
　あおぞら園では、五感で味わうことで、食べることに興味を持ち、食事を楽しむことと、食べる機能を向上させて、楽
しく・安全に食べることに取り組んでいます。色や形を感じながら口の中に取り込み、香りを楽しみながら硬さや音を感
じて味わうことは、食事をおいしく安全に食べることに繋がるとともに、こどもたちの心も満たしてくれています。そし
て、コミュニケーションをとりながら食事をすることで、こどもたちの食べる意欲が引き出されています。職員は食べさ
せることに気持ちが集中してしまわないように、こどもたちがおいしく、楽しく、意欲的に食べられるように心がけてい
ます。意欲的に食べることは、食べる機能はもちろん、そのほかの様々な機能や心理情緒面を含めた総合的な発達に繋が
ります。
しかし、この 1 年は、感染症対策でテーブルの上にはパーテーションがあり、こども同士のかかわりも少なくなって

います。職員が言葉がけをしたり「もぐもぐ」と言いながら食べる動作を促すときも、マスクを着けているため口元を見
せることができないなどの状態があります。このような状態が長く続いていますが、ご家庭でたくさんこどもたちに口元
を見せてもらったり、心地よい言葉がけをしてい
ただいたり、クラス担当職員や調理員さんが五感
に働きかける食事を心がけてくれたりすること
で、こどもたちは楽しく食事をとることができて
います。今後も、保護者の方々にご家庭でできる
ことをお伝えしたりいっしょに考えたりしていき
ながら、保護者の方、職員みんながチームとなっ
て療育を進めていけるよう努めて参ります。

あおぞら園クラス懇談会 ～日々のお子様のご様子を保護者の方と共有する～

着替えについて ～あおぞら園・きらきら内部研修～

浅原奈緒子園長のご挨拶

先日、着替えについて内部研修を行ないました。研修資料を読み、職員それぞれがクラスの取り組みや、これまでの
成功事例を挙げ、それらを共有することでよりよい支援に繋げようという目的の研修でした。着替えはご家庭でも園
でも毎日取り組んでいることの一つで、どのように補助をしたり教えたりすると良いか、時には悩むこともあります。
研修ではそんな時のポイントも学びました。大事なことは「成功体験」を積み重ねる事で、例えば、ズボンの引き上
げを練習中であれば、そこまでの動作は大人が黒子になったつもりで途中に遊びをはさませずに手伝う、手伝いが多
くなるのでは？と思いがちですが、これも「成功体験」を作る一つのステップと考えることで「できた！」が増えて
いき意欲にも繋がっていきます。一連の動作を全部頑張らせようと
してしまうこともありますが、集中が続かない時は動作をいくつか
に区切って、一つずつ練習していくことが「できた！」や「成功体験」
への近道になるのだと思います。
これからも、お子様一人ひとりに合った方法を保護者の皆様と共

有し、「できた！」を一つずつ増やしていけるような支援を心掛けて
いきたいと思います。また、クラス内だけでなく、あおぞら園・きら
きら職員全体でお子様の支援を行なっているということを意識し、今後
もこのような研修を取り入れて共有することを大切にしていきたい
と思います。( 内山 )

あおぞら同窓会のご報告 ～卒園された方々とのつながりを大切にする～

　8 月 21 日にあおぞら同窓会がありました。
コロナ禍ということもあり、昨年度と同様に zoom を利用し実施しまし

た。パソコンの画面を通してですが、卒園したお子様や保護者の方の元気
な姿を見ることが出来ました。
また、お話を聞く中であおぞら園での取り組みが現在に繋がっていると

お聞きし、将来を見据えた支援の大切さを感じました。今後もお子様一人
ひとりの次のステップを見据えながら日々の支援をしていきたいと思いま
す。また、卒園したお子様にもコロナが落ち着いたらあおぞら園に遊びに
来て頂けたらと思います。（山出）
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感染予防をしっかりしながらスイカ割りを行いました！スイカ割りって、なかなかご家庭では難しいと思います。今年
も実施できてよかったです。
今年 4 月に入園されたお子様も、昨年スイカ割りを経験したお子様と一緒に楽しめるように各クラスではスイカ

割りの行事に向けて、事前にスイカが出てくる絵本を読んだり、スイカ柄の
ビーチボールをスイカに見立てて棒でたたいたりして遊びました。
当日、本物のスイカが出てきて驚くお子様もいましたが、大きくて冷たい

スイカに興味を持って触るお子様もいました。
スイカ割りまでに色々な経験をしたことで、１人ずつ職員と一緒にスイ

カを叩き、みんなの力を合わせてスイカを割ることが出来ました。みん
な一緒に夏の風物詩である「スイカ割り」を楽しんで取り組めてよかった
です。（徳山）

スイカ割りで季節を感じる ～お子様が季節を感じる療育の大切さ～

あおぞら園では、普段のお子様の様子を撮ったビデオを保護者の方に見ていただいたり、担任より療育の様子を説
明させていただく『クラス懇談会』を年 2 回実施しています。今年度も 8 月に実施させていただくことができました。
当日はほとんどの保護者の方に参加をしていただきました。保

護者の方から「成長した姿を見ることができた」や「家とは違う
様子を見ることができた」等の感想をお聞きすることができました。
今年度は映像を見ながらの説明に加えて療育中に使用している

玩具やペープサートなども紹介させていただきました。今後も保
護者の方に分かりやすく普段の様子や療育での取り組みを説明し
ていきたいと思います。
クラス懇談会では保護者の方からのご意見・ご要望もお聞きし

ています。いただいたご意見は園内でしっかりと話し合い、お子
様や保護者の方にとってより良い支援となるようにしていきたいと
思います。（大向）

内部研修で「着替え」について
全クラスで情報を共有

スイカ割りを楽しむらっこ組のお子様

いるか組のお子様に絵本を読んでいる大向先生

パーテーションを使用している
現在のあおぞら園の食事風景昨年のお月見ランチ

オンラインで同窓会に参加する大向主任


